
令和４年度　学校評価報告書 【４段階評価】　Ａ：十分に達成できている状況，　　Ｂ：概ね達成できている状況，　　Ｃ：どちらかといえば達成できていない状況，　　Ｄ：ほとんど達成できていない状況
令和５年３月１４日

島根県立松江南高等学校 【肯定的評価（％）】＝わからない（実態が分からない）を除いた回答総数（①＋②＋③＋④）における肯定的意見（①＋②）の割合

【評価値】　アンケート（回答）　①そう思う（良い）⇒４点，　②大体そう思う（ほぼ良い）⇒３点，　③あまりそう思わない（あまり良くない）⇒２点，　④そう思わない（良くない）⇒１点，　⑤わからない（実態が分からない）

教 員 生 徒 保護者 教員 生徒 保護者 評価 概評と改善策 評価 概評

PTA活動
ＰＴＡ活動は、コロナの状況に配慮しながら適切に行われている
か。

94.3 - 97.8 3.6 - 3.4 A

PTA総会など開催できなかった行事もあったが、分散開催やリモート講演など工
夫して開催できた。参加保護者もきちんと感染防止対策がなされた。今後もニー
ズに応えた企画をし、PTA活動を進める。

生徒募集 生徒募集・入学者選抜を積極的・主体的に進めたか。 98.0 - - 3.2 - - B

オープンハイスクールでは、生徒主体の募集活動を展開できた。南高の良さを生
徒発信でさらに伝える工夫をする。ホームページが一新され、必要な情報が見や
すく、部活動や学校行事など頻繁に更新できた。学科紹介の内容など更新すべき
点もある。

情報発信
本校教育活動に関して、積極的に情報発信を行うことができた
か。

96.4 - 87.5 3.2 - 3.2 B

さくらメール、ホームページなどのツールを使って学校の情報を発信できた。緊
急連絡が多く計画的な利用とはならなかった。今後、情報発信という視点で用途
別に計画的な活用をしていきたい。

主体的な学習活動
授業展開を工夫し、生徒が主体的に学習する姿勢を育成すること
ができたか。

87.5 81.2 85.6 3.0 3.0 3.1 B

各教科の授業評価に「主体性」を図る項目を入れ、それを意識した授業展開がな
され、肯定的評価の数値が上がった。引き続き各教科で授業展開を工夫し、生徒
の主体性を育む取組を進めたい。

基礎学力の定着
生徒の学習習慣を確立させ、基礎学力の定着を図ることができた
か。

74.5 71.1 83.9 2.8 2.9 3.0 B

教員、生徒ともやや低い評価になった。学習に向き合おうとする生徒の意欲を大
切にし、本校が育成を目指す「読解力」の基礎となる「知識・技能」及び「思考
力・判断力・表現力」を育成できるよう、授業改善委員会(教科主任会等)を通し
各教科と連携して取り組む。

基本的生活習慣
規範意識

挨拶をはじめとする南高生としてのマナーを身につけることがで
きたか。

71.9 94.6 81.3 2.8 3.4 2.9 B

生徒会を中心としたマナー・規範意識の向上をねらった活動はできなかった。電
車やバス内でのマナーや自転車の乗り方など地域の方から指摘、自転車の接触事
故の発生を機会に生徒に呼び掛けを行ったが、定着には至らなかった。命にも関
わることなので、今後よりいっそう呼び掛けを行う。Chromebookの扱いについて
は生徒の力を借りてマナー向上につながる活動を行いたい。

諸活動への積極的参加
生徒会活動や部活動をはじめとする様々な活動への生徒の積極的
な参加を促し、生徒の自主的な取組を支援したか。

96.4 80.1 90.3 3.3 3.1 3.2 A

続くコロナ禍で様々な制限があったが、メリハリのある活動ができた。運動部の
県総体総合優勝や文化部の全国総文祭参加など生徒のめざましい活躍があった。
部活動等で学んだ挨拶やマナー、規範意識を部活動以外でも生かせるよう繋げて
いく。生徒の主体性を伸ばせるよう支援する。

いじめ対応
様々な教育活動を通して人権意識を高める取組ができたか。特に
いじめ等の防止・発見、いじめへの組織的な対応をしたか。

98.2 87.2 91.0 3.3 3.2 3.1 A

いじめ問題をはじめ、生徒間のトラブルについては、担任・学年主任とともに情
報共有から対応までスピーディーかつ組織的に丁寧な対応できた。生徒が気軽に
教員に相談できる雰囲気を維持していく。

計画的なキャリア教育
生徒が自分の将来の職業、資格、働き方、進路などを考えたり決
めたりできるように、授業、HR活動、学校行事および進路講演会
を行われたか。

81.8 94.9 90.7 3.1 3.4 3.2 B

３年間を通した進路指導計画・進路学習の実施計画を現状をふまえた改定をして
いる。進路指導は、主に業者の教材をもとに実施する予定であり、実施にあたっ
ての細案を新たに作成する。各学年部等と協力して進めていく。

実効的なキャリア教育
生徒が自分の進路を研究したり決めたりするために、進路に関す
る資料の提供や相談・面談など、生徒一人ひとりに応じた進路指
導を行われたか。

89.5 93.3 86.9 3.2 3.4 3.1 A

多くの教員で手分けして、面談や個別指導等を丁寧に行った。生徒と向き合う時
間の確保について、学校全体で考えていく必要がある。今年度スタートした「魅
力化プロジェクトチーム」でキャリア教育等の在り方を議論・検討したい。

探究的な学び

「未来創造リサーチ＆アクション・プログラム(RAP)」、「データ
サイエンス(DS)」、「総合的な探究の時間」等で、生徒が「探究
的な学び」を深めたり「将来の生き方・あり方」について考えを
深めたりする取組ができたか。

82.1 92.4 86.0 3.0 3.3 3.1 B

教科の授業と探究活動の連関により生徒が主体的に考え行動できるようになるこ
とが重要である。これを実現するために全校指導体制で取り組む。早い段階から
課題研究に着手したり、探究活動が深まるよう改善する。

社会に開かれた学び
大学・地域等と連携し、生徒の「探究的な学び」を支援できた
か。

83.9 87.7 80.4 3.0 3.2 3.0 B

大学、企業、公民館などと連携した活動を行いネットワークづくりを推進した。
異学年の活動を知る機会や、MINDSと連携した企業探究講演会の実施回数を増や
す。また、１年生のフィールドワークの実施時期を早め、外部と連携する機会を
増やしたい。

健康指導
「保健講話」や「保健だより」をとおして、生徒の心身の健康増
進を図ったか。

93.0 83.3 - 3.2 3.1 - B

保健委員による「ほけんだより」は継続して作成していく。加えて保健部から、
有益な健康情報等を載せるなど啓発・発信に努める。保健講話の内容について関
連する教科と共有し、教科と連携した指導に取り組む。

環境美化意識
生徒の環境美化意識を育てるために、清掃活動やゴミ処理の指導
を行ったか。

73.7 96.8 - 2.8 3.5 - B

生徒の達成感は高いが、教員の肯定的評価は低い。掃除時間が設定されていない
月曜時程が課題である。また、掃除監督者の取組姿勢も徹底する。行事等に関連
した「掃除カット」が多く、できるだけそれをなくす方針としたい。

教育相談・特別支援
特別な支援が必要な生徒に対して、連携を密にして組織的に対応
することができたか。

92.6 64.8 75.9 3.2 2.7 - B

学習障害が疑われる生徒や特別な支援を必要とする生徒について、担任と特別支
援教育Ｃｏとの情報共有や家庭との連携を密にし、必要に応じて外部機関につな
げるよう支援していく。

図書館活動
生徒が本に親しみ、自ら考え学ぶ姿勢が身につくように、読書や
探究的な学び（地域課題研究、プレゼン資料作成、課題研究等）
への支援を行ったか。

96.5 92.4 - 3.5 3.3 - A

ICTを活用した効果的な情報発信、例えば、Classroomを活用して生徒・教職員等
への情報提供などを、学年会、各教科と協力して実施していく。

図書館活動
生徒が視野を広げ、豊かな感性を育むことができるように広報
（刊行物・掲示等）や図書委員会活動やイベント（ビブリオバト
ル、コンサート等）の運営を工夫して行ったか。

100.0 94.9 - 3.5 3.4 - A

図書館コンサートは６限の授業日にしか開催できず、各種会議と重なった先生方
が来場できなかった。開催日程の変更は難しいため、活動内容を記録し後日に鑑
賞できるような工夫を考えたい。

相互尊重と集団づくり支援
生徒たちが互いに思いやりをもち、協働できる集団となるよう支
援を行ったか。

97.8 89.8 86.0 3.2 3.3 3.0 B

学園祭、部活動、ＲＡＰ(学校設定科目)を含めた普段の授業等で協働する場面が
多くあり、互いの意見を尊重しながら活動する姿がよく見られた。モラルやマ
ナーが守られた中で互いを高める活動が出来るよう、今後も教員間の連絡を密に
して支援を続けたい。

主体的な学び
生徒たちが「学び」の意義を理解し、主体的に学ぶ姿勢を身につ
けるよう支援を行ったか。

93.0 91.2 83.2 3.1 3.2 3.0 B

学期が進むにつれて高校生としての学習姿勢が身についてきた。生徒がより主体
的に学習できるよう、ツールとしてのChromebookの活用場面を増やす必要があ
る。主体的な学びが更に進むよう支援していきたい。

相互尊重と集団意識の醸成
生徒たちが互いに思いやりをもち、協働できる集団となるよう支
援を行ったか。

95.7 89.9 91.5 3.1 3.1 3.2 A

研修旅行・成果発表会などの行事を実施できた。活動を通して、生徒同士つなが
りがもてた一年間だった。活動後に生徒自身が振り返る場面を確保していきた
い。

探究的な学習活動支援
生徒たちが探究活動や課題研究に意欲的に取り組み、問題解決に
貢献する行動力を身につけられるよう支援を行ったか。

93.2 91.3 88.3 3.2 3.2 3.1 A

探究科学科ＲＡＰ応用Ｂ、普通科ＲＡＰ応用Ａでは、多くの先生に関わってもら
い生徒の学びは深まった。特に成果発表会では生徒の成長が実感できた。今後は
さらにホームページ等を活用し情報発信を行う。また、保護者等も参加ができる
形式を模索したい。

相互尊重と集団意識の醸成
生徒が互いに尊重しあい、ともに進路実現に向かってチャレンジ
していく生徒集団になるよう指導に努めたか。

100.0 96.2 92.3 3.2 3.5 3.3 A

生徒の様子を毎週の学年会で共有し、連携して生徒支援を行った。その結果、生
徒の自己肯定感やチャレンジする意欲を高めることができ、高評価につながっ
た。教員の評価は、生徒の可能性を考え、まだ伸ばせるという高い意識の表れだ
と考える。

生活や学習習慣の確立
生徒が健康で自立的な生活習慣に基づいた、授業を中心とする学
習習慣を確立できるよう指導に努めたか。

97.8 95.2 90.4 3.2 3.4 3.2 B

生徒に対し、自らの学習課題に気づき主体的に考え、責任を持って行動するよう
促した。進路目標に対し教科バランスや難易度を考えて講座を選択し、主体的に
行動できる生徒が増えた。各教科の指導により授業中心の学習習慣が確立でき
た。

保護者との連携・生徒理解
生徒面談や保護者との連絡を密にして生徒理解に努め、生徒が充
実した学校生活を送ることができるよう支援に努めたか。

100.0 95.6 93.0 3.3 3.5 3.3 A

特に担任と生徒の面談が充実しており、個々の課題やその克服に向けたアドバイ
スが効果的であった。さらに、必要に応じて保護者と連携を密にして生徒支援を
行った。

重点目標 分掌 学校評価実施項目

≪重点的な取組≫

　＊SSH事業を柱とした探究学習の推進

　＊授業改善の推進　～授業改善プロジェクト、ICT・学校図書館活用

　＊地域・大学等と連携した学びの広がりと、積極的な発表・発言

　＊部活動・生徒会・地域活動等をとおした人間力・社会力の育成

　＊安心して挑戦できる環境づくり　～人権感覚の醸成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・教育相談と特別支援の充実

≪育てたい力≫

　＊読解力　　･･･

　＊思考力　　･･･

　＊主体性　　･･･

情報を正しく読み取り、解釈し、理解する力

グローカルで幅広な視野と文理融合で柔軟に考える力

自らの意志で目標を決めて取り組む力

◇

◇

【目指す学校像】

　主体的・探究的な学びを推進し、地域の進学拠点校として信頼される学校

生徒に多様な学びや体験の機会を提供し、高いレベルの「学力・社会力・人間力」
を育成する学校

授業改善、探究的な学びを推進し、生徒の挑戦と進路実現を支援する学校

ＳＳＨ事業、探究科学科始動、単位制導入などの改革に、進取の気概をもって取り
組む学校

教職員が責任と誇りを持ち、保護者、地域と共に「チーム南」で魅力化を進める学校

【育てたい生徒像】

心身ともに自立し、知識・技能を習得・活用してより深い学びを主体的に実践する生
徒

課題の解決や新たな価値の創造に、他者と切磋琢磨し協働して取り組む生徒

学びを通じて自らのフィールドを見出し、気概をもって挑戦する生徒

【本校の教育活動】
　自立した学び・個別最適化した学び・多様な他者と協働する学び
　　～SSH事業を柱とする知の循環で一人ひとりのWILL(意志・未来)を拓く～

知る学び･･･教科の基礎的な知識・技能の確実な習得と、それらを自在に応用でき
る総合的かつ高い学力を育む

創る学び･･･SSH事業を活用した探究型学習と多様な教育プログラムにより、｢新たな
価値を創造する力｣｢学びを発展的に活用する力｣を育む

◇

◇

◇

　
◇

　
◇

◇

◇

生徒
指導

進路
指導

教育
開発

保健

Ａ

Ａ

【基本的生活習慣・規範意識】【諸活動への積極的参加】【いじめ対応】
挨拶やマナーについては家庭や社会が与える影響が大きい。南高生は肯定的評価が高
く、よく出来ている。一方で、教員の評価において生徒との意識差が大きく、受け止
め方の違いがどこになるのか気になる。運動部の県総体総合優勝や文化部の全国総文
祭参加など、素晴らしい実績をあげた。生徒会活動などの積極的参加についての生徒
の自己評価はコロナ禍による制約があったことが影響したのではないか。いじめ対応
について初期対応・組織対応を丁寧にやったことが先生方の肯定的評価に見て取れ、
高く評価する。一方で、当事者の生徒の肯定的評価はやや低めであり、見落としがな
いか点検する必要がある。今後も肯定的評価100％を目指して取り組んで欲しい。

【全体を通じて】
・先生・生徒は多忙な状況にあっても、目標を持って新しいことにチャレンジしてい
る。
・探究的な学びの推進に全校体制で取り組んでおり、その取組の成果がこれから実を
結ぶことを期待している。
・探究的な学びの良さを見せるなどして、地域や小中学校に浸透して生徒募集につな
げると良い。
・「働き方改革」の主眼のひとつである生徒に関わる時間の確保のためにも、学校全
体の業務の見直しが再度必要だと思われる。

【その他】
・学校の取組が伝わっていないことから保護者の評価が低く出てくる場合もある。情
報提供・アピールを工夫して、保護者が学校の頑張りを正しく評価できるように認識
してもらう必要がある。
・卒業生会(矢の原会)の組織等を活用・連携できる場面がまだまだありそう。学校か
ら手助けが必要な場面の具体を要望すると学校教育の一助となり得ると思う。

Ａ

【１学年次・２学年次・３学年】
１年生から３年生まで通して概ね９割以上の肯定的評価となっており、学年・クラス
の運営が順調に行われていたと推察できる。１年生の段階で相対的に少し評価の低い
部分もあるが、中学校から新しい高校生活への戸惑いもあったかと思われる。生徒は
全体的に順調に頑張れており、先生方は一人一人の生徒に向き合い丁寧な指導に務め
られたと認識している。

【図書館活動】
南高の図書館の素晴らしさは図書館前の掲示を見ただけでも十分伝わる。生徒も教職
員も図書館活動に自信を持っており、県内の模範となる図書館である。様々な活動を
企画・実施したり、探究的な学びの活動を探究Labと図書館を連動させたメディアス
ペースで実施している。南高はとても恵まれた図書環境となっている。

Ｂ

【探究的な学び】【社会に開かれた学び】
探究的な学びについては開発途上という意味で先生方は低く評価しているのではない
か。生徒の満足度は高く、自ら設定した目標の達成に向けて試行錯誤しながらもプロ
ジェクトを遂行し、なし得た成果を発表する取組を主体的に行っている。南高の社会
に開かれた学びを大学も連携して支援していく。保護者にも情報提供し、発表会参加
など協働する機会があると良い。

Ｂ

【環境美化意識】
掃除を十分しているという生徒と、まだ不十分と考える教員とで評価の差が顕著と
なっている。教員と生徒と校内美化に関する意識水準をあわせる工夫が必要である。
また、教員間でも環境美化の指導や時間活用について整理するとよい。

【教育相談・特別支援】
教員の連携・組織的対応において肯定的な自己評価が高く、生徒が感じている相談し
やすさにおいては評価が低いことが際立っている。生徒・教員で質問の仕方が異なる
ため、丁寧に掘り下げて分析する必要がある。質問の仕方や評価・分析が適切である
のか、次年度に活かすための調査であることを主眼に改善していくことが重要であ
る。

【計画的・実効的なキャリア教育】
地域課題探究など忙しい時間の中でキャリア教育も行っていくのはたいへんなことで
ある。偏差値による進路指導に偏ることなく、長いスパンを見通したキャリア教育の
構築に取り組んで欲しい。先生方にはもう少しやれたという意識もあるだろうが、何
よりも生徒の満足度が高いことが重要であり、しっかりと指導している現れである。
生徒に関わる時間を確保するためには、働き方改革・学校全体の業務の見直しが必要
であり、多くの教職員で進めていかなければならないものと考える。

Ａ

Ａ

学校評価質問項目

【PTA活動】【生徒募集】【情報発信】
コロナ禍で様々な制約がある中、教育活動・ＰＴＡ活動を工夫しながら実施できた。
オープンハイスクールでの生徒主体の募集活動やホームページの全面リニューアルな
ど積極的な生徒募集・情報発信ができている。探究科学科への入学にハードルの高さ
を感じている中学生も少なくない。探究科学科の魅力発信については保護者に向けて
の周知が不足した面もあるのではないか。次年度卒業する探究科学科１期生の活躍
が、外部に対して大きなメッセージとなると期待している。

Ａ

Ｂ

【主体的な学習活動】【基礎学力の定着】
基礎学力の定着を図ることや主体的に学習する姿勢を育成していくことは非常に難し
いことと思われる。教える側も学ぶ側も満足していない方が健全と言えるかもしれな
い。生徒の躓きや苦手意識がどこにあるのかを丁寧に分析し、対策していくことが重
要であり、中学校と連携した取組を期待したい。地域課題への取組も必要だが、高校
段階での各教科の基礎学力の養成は生徒にとって重要である。主体性をどんな方法で
育てるのか、何をもって測るのか研究していく必要がある。
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